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肺結核の外科的領域に於ける補液に関する研究

一一5，?G葡萄糖一生理的食塩水 2:1混合補液の可否について一一一

小田嘉治

北海道大学結核研究所(指導:西風 情〕

国立北海道第一療養所(所長:原岡壬古)

(昭和 34年 5月 24日受付)

本研究の目的とするところは，未だその決定日をみざ

る肺結核の外科的療法に於げる補液の質的量的決定の前

進的一段階を画するにある。

さきに竹内2)はリンゲノレ液，生理的食塩水〔以下生食

水と略す)各制j液の可否究明に，人体 Vitality3)標指法

としての新尿係数 (O/K，)法を適用，生食水補液の生体

をして臓器浮腫よりする術後生体反応の衰微を惹起せし

めると同時に，術後の回復を甚だしく遅延せしめるとし，

肺外科領域に於げる生食水単純補液は適用禁忌とし， リ

ンゲル液一補液の比較的優秀性を結論した。

次いで北村4)，主 5%葡萄糖(以下Gと略す〉補液の可

否究明に際し，上記同様の分析方式を採用， G補液の生

食水補液によヒする優秀性を認め，同時に氏の施行せる術

中術後を含む同補液量 3000ccに対しそれを過剰とし，

それが副反応の時に術後 10日にも及ぶを認めた。

著者は今回かかる肺外科領域に於ける補液の質的量的

改善研究の一環として，ここに混合補液の一例としての

上記葡萄糖生理的食塩水 2:1混合補液〔以不G一生補

液と略す〉を対象とし，これが適用の可否究明につとめ

た。

ここにその重要な結果を得たので報告する。

研究条件並びに方法

1) 被検対象の選出その他

i) 被検対象

被検者は国立北海道第一療養所に入所せる男子肺結核

患者の中，胸廓成形術適応者 13名を対象とした。

猶予術に際し閉鎖式循環麻酔器を使用せず，輸血(新

鮮血〕量は出血量と略同量(300~400cc)とした。

又上記竹内・北村の研究結果と比較するため，研究条

件を可及的向ーにすべく努力した。

ii) 補液条件

補j夜として 5%葡萄糖一生理的食塩水 (2: 1)を術中

術直後:1500cc，術後1日:1000 cc，術後2日:500c-; 

の計 3000ccとした。

iii) 採尿・採血条件

採尿:原則として術前4日より術後 10日に至り逐目

的に午前9時を境とし 24時間尿を採尿した。

採血:術当日，術翌日，術後2日， 5日， 7臼， 9日の

6回早朝空腹時に採血した。尚これを採尿日と対比した

場合夫々術前 1 日，術直後 (0 日)~術後 1 日，術後 2~3

日， 5~6 日， 7~8 日， 9~10 日に相当する。

iv) その他の条件

PAS並びに Sulfamin剤は下記沃度酸 (K，)i去に対

し反応、を示すため，研究期間中投与を中止した。

2) 測定物質並びに方法

i) Vakat-O(O)， K4:西風法3)4)により求め，各測定

1u在より尿係数 (O/K，)値を求めた。

ii) 尿並び、に血清ナトリウム，カリウム:焔光分析法

により測定。

iii) 尿クロール:Mohr氏法により測定。

iv) 血清クロール:Shales and Shales 法5)により測
{ 

月三。

v) 血清沃度酸f[l'{: ;平野氏i去により測定。

vi) 尿窒素:ミクロキエノレ夕、ールj去により測定。

vii) 尿 pH，pHCP)， PH差:西Jsl¥;去町こより求めた。

研究成績並びに考按

A) 5%葡萄糖一生理的食塩水 2:1混合補液条件下

に於ける胸廓成形術術前後患者の尿並びに血液生

機物質(反応〕の消長

1) ii時前後に於ける新尿係数 (O/K，)値の消長。

表 1，図1.

本係数のE常値(平均値〉は 30.0土1.65であるが，

著者の対象とした被検者の術前値は術前 4~3 日: 44.9 

土2.86，術前 2~1 日(術前 1 日の尿とは手術開始直前



表 1 子術前後に於げる O/K.の消長

術前後日数

被検者番号¥¥¥ -4 -3 2 1 O 2 3 4 5 b 8 10 

40-1 (0) 51.1 105.5 i 107.8 569.9 鮒6.0 49.5 43.9 82.3 62.3 54.4 

40-2 (ム) 61.8 50.1 47.4 54.3 56.0 34.0 51.5 100.2 73.5 

41-1 36.5 69.5 57.6 40.3 82.0 105.8 54.6 66.2 100.3 44.1 32.7 45.4 

41-2 45.4 72.1 45.5 35.2 42.1 62.2 68.5 50.0 137.6 40.8 64.0 

42-1 32.2 75.0 64.6 57.6 54.7 41.0 82.6 89.2 39.5 

42-2 (x) 39.9 39.5 46.0 54.5 63.5 60.6 71.6 44.6 70.5 74.8 35.5 46.4 

43-1 (口) 42.7 35.0 50.4 76.8 124.6 69.9 42.2. 130.1 27.5 56.9 34.8 

43-2 42.7 128.2 48.0 41.0 33.9 38.0 . 53.2 52.0 28.9 I 61.4 

44-1 58.1 34.5 27.8 38.3 78.1 58.5 67.0 36.7 I 114.8 151. 6 45.4 188.3 

44-2 188.3 48.5 I 56.4 53.3 63.8 51. 9 45.5 41. 9 53.9 55.7 . 57.9 I 62.6 

45-1 (.1 48.2 44.8 96.9 57.4 66.5 95.5 74.7 53.2 42.1 I 35.0 

46-'1 53.3 73.6 76.5 76.0 400.4 123.7 ， 35.7 66.2 88.2 . 53.4 

4&2 (..;弘、 53.4 46.9 614657lIUPf 川川 67?431m351 川

平均値並びに
49.9土2.86 550±403114.3172.962.360.457.5165・4167.153.31|51.9 

標準誤差 i士24.141 :t4.03 士5.31 士2.99 :t5.55i 士7.70 士8.67 士6.05 土3.85

1) 40-1等の被検討需号は存患者の代用・照合番ワ・である。

2) 0，ムその他の印の被検者は術直後 (0日)乃五は術後1日に於て O/K.偵の央常日偵を呈したものを指す。

3) 術後 2~4 日に於て太'[:で示された数{rrf の被検者を A辞 (6 例〉とし，その他の被検者を B群 (7 例)とした。

4) 術後 8~10 日に於ても同総に太字数値の被検者を C群 (6 {めとし，その他の被検者をD群 (7例)とした。

。。
弓〉
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図 1 術liij術後iこ於げる尿係数 (0/1ふ)の消長

二 l主体;jliIJ 後に於げる O/K.値の平均の消長を

ム， 1，---，'その他の印l土術直後に於て O/K.1ulの
〉己;;i'，'，E11宜を示した6例の各々の似

t I主体Jlrr後に於ける総平均(偏差〕
~\ (，主術後2-4日及び 8-10日に於て O/K.似
のf苛{此を示した 61>'U(表 1に於て太字のもの)
の平均〔偏差〉
百万は術後 2-4日， 8-10日に於て O/K.値の
イ疋!itLを示した 7例の平均(偏差)
7I は A，C群の B，D群に比l5%以下の
有志差あるもの。

迄の尿を指す): 55.0::t4.03となり，ここに術前に於て

既に上記正常値と比較し有意の高値が認められ，特に術

慣がu(術前 2~1 日〕の尿に明らかな高値が認められる。

かくの如く術前の尿係数に高値が認められるのは，結

核症10)そのものによる被検病体の Vitality低下による

ことも考えなければならないが，特に術前2-1日に於け

る高値はその他に来るべき手術に対する恐怖感制)7)その

他の精祢的因子に帰国する Stress負荷も考慮におかな

ければなるまL、。

次に術後に於げる O/K.似の消長をみるに，

手術直後 (0日) 114.3::t24.14 -Shock相

手術後1日 72.9::t4.03 1杭 Shock相

手術後2日 62.3士5.31J第 I 期

子術後3日

手術後4日

手術後5日

手術後6日

60. 4::t2. 99つ抗 Shock相

57. 5::t5. 55 J第 E 期
65 .4::t7. 70 1抗 Shock相

67.1士8.67J第 E 期

子術後8日 53.3士6.051抗 Shock相
手術後10日 51. 9士3.85J第百期
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となり，術直後 (0日)O/K.値は有意、の上汗を示し，

術後 1~4 日に江り漸次下降，術後 5~6 日に再び軽度

上昇後術後 8~10 日には術前伯に復するを認めた。

これを図示せば図1となり， 0/K4 111(の消長よりみて

手術後侵襲反応を次の4期にl白iすることが山来る。

即ち Shock相(術直後)， :UL Shock杷第I期〔術後

1~2 日)，抗 Shock 相第11期(術後 3~4 日)，抗 Shock

相第E期(術後 5~6 日)，抗 Shock 相第1v期(術後 8~

10日〕となるが，尚それにJ;;tての詳しき説「リJは小括の項

に於てなされる所である。

(悶に於てー→にて示してあるは有意の上昇，下降

を示す〕

2) 術前後に於ける尿量その他尿・血液生機物質(反

応)の消長

i) 尿量 (cc/hr).図 2.

手術前後に於ける尿量のi庁長は凶2に示す如くである

が，この場合術直後に於げる尿量の低値は術直後に於け

50.' 

"・

。。
(-4ItHJ(-砂t・) 0 .. ，，~刷局'0 ・・E

図 2 術前・術後に於ける尿量 (cc/hr)の消長

る水分出納の正(+)を表示し，術後 2~3 日並びに 5~

6日に於げる尿量の高値ばナトリウム利尿(図 7)と尿

素利尿(図 14)を表示する。
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ii) 尿 pH，pHCP) ， pH差。図あふ 5

尿 pHとは原尿の pHを， pH向とは中性ホルマリ

ン処理尿に於ける pHをさす。

主 :pH(lうとは尿にホルマリンを加えた場合，尿中

に存夜するアンモニヤ，アミノ化合物が中性化される

ため，本操作により尿中に存U:，するナトリウム・カリ

ウム等の重要無機質陽イオンの消長を尿中に存イEする

負の荷電因子特に燐酸との相関に於て観察することが

出来る。国]ち本偵の下降は前者の排出減少に比する後

者の排出増加を意味し，本111[の上昇はその負相関を意

味する。

pH差とは尿中に存在するアンモニヤと上記無機質

“
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図 3 術前・術後に於げる尿 pHの消長
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図 4 術前・術後に於げる尿 pHCF)の消長
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図 5 術前・術後に於げる尿 pH差のj肖j三

陽イオンとの相関を示し，本値の下降IJ:アンモニヤj'J!

出減少に比するナトリウム・カリウムのi~!W増加を，

上昇はその負相関を意味する。

扱て術後尿 pHの消長は図 3，4にみるな口く，尿量の

それと略同様の経過を示す。

即ち術直後下降，術後 1~2 日に上昇， 5日iこ於て虻

に上昇を示した。

pHめは pHと略同様の経過(図的を示すも，

pH差は図 5にみる如く術直後 (0日〕に於て変化な

く，術後4日に下降， 8日に上昇を示した。

iii) 尿カリウム・ナトリウム排出量 (mg/hr)，

図 6，7， 

尿カリウム排出量は術後2日に最高を示し， !i:tj 5~8 

日に下降， 10日に上昇するをみ，

尿ナトリウム排出量は術直後に有d意の下r1~ ， 術後 2 日

に有意の上昇を示した後，変化なき経過を示した。

この場合これを上述尿 pH，pH何との相関に於て観

察すれば次の結論を得，

即ち術直後に於げる尿 pHの下降は尿ナトリウム制出

の減少に比する燐酸排出の上昇に帰因，次し、で術後 1~

2日に於ける pHの上昇は尿燐酸排出の減少に比する尿

ナトリウム・カリウム排出の増大に帰因，又 5~6 日 lこ

於げる pHの上昇は尿燐酸排出の減少に帰国すること

になる。
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図 8 1.1日前・術後に於げる尿クロール j~1 出塁

(mg/hr)の消長

v) 尿カリウム・ナトリウム・クロール濃度

(mEq/I).図 9，10， 11. 

図にみる如く術直後尿カリウム漫度は上昇するも，ナ

トリウム・クロール湊度は著明な変化を示さず，術後

耐
削

指川、晶

ト
れ
↑
酌

ω・8

図 7 術前・術後に於ける尿ナトリウム排出量

(mg/hr)の消長 ，<0 

iv) Wクロール排出量 (mg/hr).図 8.

クロール排出量は術直後著しく下降，それが術後4日

;こまで及び，術後5日に於て著しき上昇を示す。

これを尿燐酸抗出量 (pHめの消長より推定〕との比

較に於て観察すれば，術直後に於ける尿クロールの減少

は燐酸排出の上昇を伴い，術後 S~6 臼に於げる尿クロ

ールの上昇は燐酸排出の低下を伴うことになる。

.， 
-， co→備前1i.B1ζ

-lI.l /0 -
IH 

傘4.1l

図 9 術前・術後に於げる尿カリウム濃度

(mEq/l)の消長
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以後 Na/Kは上昇を総統，一方 Na/Clは下降の傾向

を示した。

4 噌ち/“

'" 

'0川O

函 10 術部[・術後に1jぞける尿ナト 11ウム法!支 M 

象fl制戸新)
2駅釦

院.，

ω乱。

"。

(mEq/l)の消長

ト物佐'"号付り .. '0→間前It.批

図 11 術f1ii・術後に於げる尿クロール濃度

(mEq/l)の消J:::

1~4 日に於てカリウム・クロール濃度の中，特に後者

に於て低111¥:を示し，ナトリウム濃度は高値を示す。術後

5~6 日に於てはクロール濃度が著明に上昇，カリウム・

ナトリウム濃度にはかかる変化を認めなかった。

vi) 尿 Na/K，Na/C1.図 12，13. 

術直後両11i'{(土著明に下降，術後 1~2 日著明に上昇，

. 
ー

+.'H 
1 0 55 ~ト

dト

10 -
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'0_，;1前llol民

図 12 術前・術後に於げる尿 Na/K~の消 12

i1.."%1 
↑ 

-， 
.，・
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図 13 術前・術後に於げる尿 Na/Clの消長



viO 尿窒素 (mg/hr)，u/N.図 14，15. 

尿窒素排出量は前述の如く，尿量・尿 pH'fiu pHくF)

と略同様の経過を示し，術直後下降，術後 1~2 日に於

て著しき上昇，術後 5~6 日に再び明らかな上昇を示し

fこ。

""刷量(で事)

6・.，
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!to.o 
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図 14 術前・術後に於げる尿支素排出量 (mg/hr)

の消長
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一方 u/N偵は術直後著しく上昇，術後2日に下降，

術後4日に更に下降し以後変化なく経過した。

以と尿に於ては

術直後一 尿量・尿 pH・以 pHくあ・ナトリウム・

クロール・窒素・ Na/K'Na/Clの減少乃至下降と同時

に尿カリウム濃度・;憐酸りl出・ u/Nの上昇が:mわれ，
一術後 1~2 日ー尿量・ pH. pHcI')・ナトリウム・

窒素.Na/K . Na/Clの上昇，クロールの低値， u/Nの

下降が苅われ，

一術後 5~6 日ー尿量・ pH'pH的・クロール排出

の苦しき上昇，尿窒素の上昇， Na/Kの前期に続く上

汗，燐酸JJi出の下降が漬われることになる。

viii) 血消刀リウム・ナトリウム (mEq/1).

図 16，17. 

術直後血清カリウムは苦しく上昇，一方ナトリウムは

下降の傾向を示し，以後両者)~;l!可次下降の傾向を示し

+. 
，~。

ix) 血清クロール (mEq/l).図 18

血清クロール;主体rjr'i後著明に下降，それが術後2日に
まで及び，術後5日に有志に上昇，民に術後9日に有意

の上昇を示した。

前述の虫11 く尿ナトリウムは術後 1~4 日に於てHf山上

与到~K(‘ヲ昨J 企

↑ 
，.0 

ロ

，0 

40 
+ 

ヲ

ラ0

10 -司令射恥口敏

盆>27

図 16 1，liJ前川f!?後に於げる血清刀 ljウム (mEq/l)

の消長
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図 20 術lIIj・術後に於げる血清 Na/Clの消jミ

一方血清一残余窒素は術直後切らかに上昇，以後漸次下

昇をみるに反し，クロールの排出は遅れることにより干の傾向を示した。

ここにクロールの細胞内海溜が窺われることになり，そ 以上の結果を小括してみるに〔表 2)

の排出は術後 5~6 日に約めて行われることになる。 一術直後 (0日〉に就てー

x) 血清 Na/10K. Na/Cl 図 19，20. O/K.値の上昇著しく，本期に於げる被検病体の

血ic;Na/10Kは術直後明らかに下降，以後上昇の何 Shock相陥入を想起しうるが，かかる Shock相陥入の

向を示し，血清l¥"a/Clは術後5日に有意の下降を示し 原因を各代謝機構に求むれば，

fこ i) 水分・塩類代謝に於ては，尿では尿量・pH・pH(F)'

xi) 血清沃度酸偵，残余窒素 Cmg/dI).図 21，22. ナトリウム・クロール・ Na/l王・ Na/Clの減少(或は低

血清沃度酸値は術直後上昇の傾向，術後7日に下降， 下)，カリウム濃度の上昇，血液ではカリウムの上昇，

以後上昇の傾向を示した。 Na/l0Kの下降が認められ，
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図 22 術前・術後に於けるjfn清残余窒A'i(mg/dl) 

の消長

ここに抗利尿系機能の副腎甲状腺系機構に比する著

しき上昇が窺われ，

ii) 蛋白代謝に於ては，尿窓素の減少，尿 O/N仰の

上昇，残余窒素の上昇が認められ，

ここに蛋白代謝冗;進と同時にその不全が窺われること

になる。

一術後 1~2 日に就てー

本期では O/K4値の下降をみ，余は本期を Shock抗

相工期とした。本期の各代謝機構をみるに，

i) 水分・塩類代謝に於ては，尿では尿量・pH.pH(F)・

ナトリウム.l¥'a/K . Na/Clの上昇ーとクロール排出の減
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表 2 術後に於ける尿並びに血液1'.機物質(反応)
の推移
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図中 uは有意差を以ての推移を示し，↑↓はその傾
向を示す。三三は前期状態のままの推移を示す。

*は既に術前イ直に復したることを示す。

少，血液ではクロールの低位， l'¥a/l0Kの上昇が認めら

れ，

ここに術直後 (0日〕にみられた抗利尿系の異常元進

より免かれて，抗 Shock反応I期としての副腎皮質系

機能冗進を上廻る利尿系(甲状腺系〉機能允進像が窺わ

れ，

ii) Il:i白代詩Iに於ては尿窒素排出の上昇， O/N値の

比較的高値，血清沃度酸値，残余窒素の比較的高値が認

められ，

ここに術後 Stressに抗する蛋白代謝冗進像が窺われ
可

匂。

一術後 3~4 日に就てー

ヰ:期では O/K4値の一時的安定性低値がみられ，余は

本期を抗 Shock相II期とした。

本期に於ては尿では尿量・ Na/Cl窒素排出の下降をみ

る以外は凡て前抗 Shock相工期に引続き有意の変化を
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示さず，

ここに本期に於て術後利尿による脱水並びに蛋白代謝

冗進(異化〕より免かれ，前期に於げる甲状腺系機能異

常元進よりの寛解を意味する一時的副腎ー甲状腺機能平

衡像が窺われる。

術後 5~6 日に就てー

本期は O/K411flの再びf怪度上昇をみる時期で，本;期を

抗 Shock相m期とした。
i) 水分・塩類代謝に於ては，尿では尿量.pH 'pH(F') 

の上昇，カリウム排出の減少に伴う Na/Kの上昇，ク

ロール排出の急激な治大に反転入換る燐酸排出の滅ゴ，

血液ではクロールのイ守意の上外に伴う Na/Cl11むの下降

が認められ，

ii) 蛋白代謝に於ては尿窒素排出の増量，血清iK度酸

値，残余窒素の低値が認められ，

ここに被検病体の急激なるl司化陥入像が推定される。

一術後 8~10 日 iこ就てー

本期では O/K41Ulが再び下降，術前偵と略同位となる

も，猶正常値を上廻る時期であり，これを抗 Shock相

lV期とする。

i) 水分・塩類代謝に於ては，尿では尿量・pH'pH(1ぅ-

pH差・クロール排出の減少，ナトリウム排出の高値を

以て夫々術前値に復し，血液ではカリウムの下降，クロ

ールの上昇を以て犬々術前値に復し.

ii) 蛋白代謝に於ては，尿窒素と血清残余窒素の術前

依復帰を認めるも，成 Na/K・血清ナトリウムは米だ術

G n下
尿 pHくF) 4.5:t:0.10 

!I K(mg/hr) 67.0士12.14

!I K(mEq/l) 61. 9:t:6. 57 

!I Na/Cl 1.19:t:0.158 

!I O/~ 2.09士0.266

血治 K(mEq/l) 6.3土0.33

!I l'¥a(mEq/l) 141. 3:t:4.43 

!I Cl(mEq/l) 109.7士1.23

!I Na/10K 2.21:t:0.087 

!I 残余窒素 (mg/dl) 10. 77:t:1. 193 

i) 生食群との比較

本 G 生群に於て尿 pH(F)，尿カリウムのほ値，血清

カリウムの高値に伴う血清 Na/10Kの低値，血清残余

窒素の高M:がJ~1われ，

ここに術中術直後に於げる G一生布Il液のヰi純生食水柿

液に比する優秀性は，尿 pH(F)の低{直，残余窒素の高

値，尿 Na/Cl並びに血清クロールの{底値よりみてヨミ

前怖を下廻るをみ，

ここに被検病体の同化期に於げる見掛上の代謝交定性

が窺われる。

註:表に示された各生機物質(反応〉出が術前仙と

略同数値を示す場合*で印しあり。

B) 尿並びに血液生機物質(反応〕値よりみた葡萄

糖生食水混合補液の単純葡萄糖並びに生食水補

液に対する比較

以上の如き結果となったが，かかるIJili外科吉I!域に於げ

る本 G 生柿液の意義百!¥，、てはその iiJ-;fj:を明確にすべ

く，既にこの領域に於げる制ìi夜条件決之の -~r~:~ として行

われた単純生食水制ìi恥~~びに単純G持1J淡の研究結果との

比較を試みた。

1) 術直後 (0目〕に於ける G，G一生，生食水3補液

群の比較

術l直後 (0日)，こ於ける 3Jffの O/K，iil'U:t， 

G JJ下 G 生群 生run
178.8:t:20.82 >> 114.3:t:24.14 (< 395.1士57.30

となり，本 G 生m~に於て最低偵を示し， G一生iJè合制ìì夜

の他2群に比する優秀性が涜われる。

この場合尿・血液生機物質(反応)似より」と較しみる

に下記項目に於亡本 G 生砕は他2TI'fに北し有意差乃至

その傾向が認められた。

詑:}i或は〉の印は夫々有意差或ばその傾向を示

す。

G一生群 生食II下

4.5士0.07 4.9:t:0.ll 

58.5:t:12.49 (< 127目8土15.41

60.8士11.87 (< 124.6:t:26.12 

0.82士0.114 (< 1.45:t:0.198 

1. 73土0.086 1.49士0.090

5. 9:t:0. 31 4. 6:t:0. 11 

< 151. 0士4.90 151.4士5.94

109.8士0.78 << 114.1:t:0.85 

(< 2.56士0.113 (< 3.27:t:0.152 

11.33士0.909 > 8. 14:t:0.606 

i1:J洋にみられるが如き生体反応の衰微が見出されざると

ころに存すると云えよう。

ii) G昨との比較

本 G 生群に於て血清カリウムの低位と j，]lナトリウム

の高M:に伴う血清 Na/10Kの高伯並びに Oj:¥Tの低位

治:字詰jつれ，

ここに術中術直後に於:ナる G 生対ii夜の単純G補液に



上とする慢秀性ば，体液カリウム・ナトリウム手術保持に

存在し，単純 G補液にみるが如き術後 Stressに対する

代謝異常冗進(比較的血中カリウム上昇に伴う血清

J¥'a/10Kのイ底値，カリウム・ナトリウムの体外脱出，時

代~j異常冗進に由る尿 O/N の一高イ|のがそ日われざる所に

存するものと与とえよう。

2) 術後 1~3 日に於ける G， G生，生食水3補液群

の比較

本期に於げる 31f干の O/K4111'(1主，

GI洋

!:J< pH 6.2士0.12

11 pH(F) 4.9士0.11

11 pH差 1.2士0.07

11 K(mg/hr) 59.0士4.22

11 0;a(mg/hr) 98.6士7.84

11 Na/Cl 1.40士0.131

11 N(mg/hr) 393. 0::t27 .58 

lIIl消 K(mEq/l) 5.3::t0.16 

んF !¥"a(mEq/l) 149. 6::t4. 70 

11 Na/10K 2.84土0.059

i) 生食鮮との北絞

lJiJj洋に於ける尿ナトリウム排出量を比較するに去を見

出さざるも，この場合生会H'fに於げる術中術後3日間の

ナトリウム補給量は約 10g， G一生lnのそれば 3gとな

り，之:こ対し尿ナトリウム排出量は生食昨 9g， G-':t H~ 

5.8 g となり，生 ft右下に於げるナトリウム出市I~i主径口よ

りするナトリウム量を考慮に入れる迄もなく正(+)， 

G 生群のそればf'!(-)乃至(土i'<に;fiきことになり，

ここに生f食主げ古昨下の術f後美2日に於Jげ十るも狛一HJ

カが:江L認忍められることになる。

上去にみる如く， 1o: ft]i~i こ於げる pHめの 11'.( 111'( ， pH 

~の高flltJ: ，尿ì\'a/Cl の侭111'[はナトリウム排出の;燐酸，

アンモニヤのそれに比する低111'iを示し，生食群生体に於

てfミだi71Hf相に陥入しいることを想起せしめる。

又生1t"tiFに於てはカリウムの低11([，血清 Na/10Kの

高1[1'(，尿窒素j~1 出の低 1:1'[を示し， ':tt主昨の G一生計;こ比

する術後生自体反応、の低下が寂われる。

以上要するに G 生tflJ淡の術後 1~3 日に於げる泌秀

性(土単純生ruk楠j伎にみられるが如き腕器浮腫よりする

生体反応の低下を来さざるI貯にイfする。

ii) G古?との比較

G昨;土 G 生1洋によとし尿 pH，pHCF) ，尿ナトリウム・

カリウム排出に於て低偵を示すも，この場合Git下lこは無
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G 群 G-14三m ~ttur下

術後1日 83.7士10.57>) 72.9士4.03<< 149.9士57.30

術後2日 67.7::t6.05 62.3士5.31<< 100.8士32.90

術後3日 54.7::t4.00 60.4士2.99< 86.0士25.40
となり，本 G一生昨に於て術直後同様侭怖が '{~1われる。

この場合術後2日に於ける生機物質(反応)1[i'C;こより 3

tiF比較を試み，下記頃日に於て有意差(乃至その傾向〕

を認めた。

G一生Ji'f. 生ftn1'

6.5士0.11 6.4::t0.13 

5.3士0.18 4.9士0.06

〉 1.1::t0.11 1.5士0.06

88. 9::t8. 59 >) 63.7士8.85

<< 124.6::t16.81 117. 5::tl0. 22 

1. 66::t0. 208 >) 0.82::t0.111 

477.9::t68.14 > 352.5::t35.67 

5. 9::t0. 37 4.1士0.16

155. 2::t19. 09 153.5::t4.55 

2.90士0.345 << 3.76::t0.147 

機質が補給されr，且つ上表にみるがtil1き血清カリウ
ム・ナトリウムに於て低位を示すことより， G群の線機

生機物質の出納l主G 生詳のそれに上l:し負〔ー〕と結論

する。

xGHi'に於て尿 pH，pH(I')の低li主が認められ，

ここにG群の G 生昨を上創る生体反応の冗逃が窃わ

れる。

以上Glir.の G一生群に比する非俊秀性(土無|誕生機物質

の負(ー〉の出納よりする術後 Stressに抗する:主体反

応の民宿にある。換Eすれば G 生:j:r!ì;'I;': の Gt:!i~皮 i こ比す

る低Jij性ば術後生体をして山知出納をfi(-)に強制せ

ず，その依って来る生体反応、の呉常JL;立を来さざる所に

仔する。

3) 術後後半 (8~10 日〉に於ける G， G一生，生食

水3補液群の比較

術後 8~1O日;こ於;ナる 3 I洋の O/K4111'[1土

G jYf. G 生群 生friI'f. 

術後8日 51.1士4.95 53.3土6.05 61.9士4.21

術後10日 80.0士25.66>> 51.9::t3.85 << 69.3士8.80

となり， G 生iJ下の O/K411むこ低位が窺われるが，特に

術後 10日に著しい。かかる場合上記同様3訴の生機物

f雲仙と比較するに，下記項目に於て有志、差C7J至その傾

向)を示しプこ
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G 群 G一生群 生食群

尿 量 (cc/hr) 51.0士4.25 38.1士2.73 48 . 6:1: 3 . 00 (10) 

" pH ，jf 1.2士0.06 1.2:1:0.33 1.3士0.05 (10) 

" K(mg/hr) 90.1 :1:14. 02 80.7士13.58 79.6土11.70 (10) 

" Na(mg/hr) 267.5:1:39.00 ) 145.1土21.79 130.2:1:15.59 (10) 

" Cl(mg/hr) 344.7:1:40.33 219.8土38.02 245.7土22.99 (10) 

11 Na/K 5.07:1:0.610 ) 3.73士0.604 3.21士0.465 (10) 

11 Na/Cl 1. 37:1:0.265 1.20:1:0.150 >> 0.81士0.096 (10) 

血清 K(mFq/l) 5.3士0.34 ラ 5.0:1:0.27 4.3土0.207 (9) 

" Na(mEq/l) 150.4士4.42 142.2:1:4.24 152 . 0:1: 3 . 87 (9) 

" Na/10K 2.78士0.076 く 2.93土0.144 (< 3.16士0.081 (9) 

(右端iiの JMlI\は測定日を指し，血清の 9 日は尿の 9~10 日に相当する〕

i) 生ulllとの比較

生f主主下に於て尿排出， pH差の高値，尿 Na/K'Na/Cl

の低M:，血清ナトリウムの高値並びに同カリウムの低値

に伴う血清 Na/lOK の高値がみられ，

ここに生食叫に於て術後 8~10 日に至るも猶アンモニ

ヤ排出に比する回定塩基の排出減少が窺われ，

ここにJi:ftiiiに於て術中術後に於げる生食水補液の影

響が術後 8~10 日に到るも猶存在することが現われる。

ii) G群との比較

G群に於て尿排tl1の上昇，無機質特にナトリウム・ク

ロール排出の上昇並びに尿 Na/K・/Na/Clの高値，血

清カリウムのi%1111がみられ，

上記生食群の G一生群に対する結果とは相反したもの

となった。即ち術後 8~10 日の G ・生食水両群の G 生

群に比する O/K4偵の高値，換言すれば生体 Vitality

低下の依って来る所は夫々その原因を異にし， G舟に於

ては術中・術後前半に於げる無機質捕捉の行きすぎたE

(+)の生体反応が術後々半に於て急激に負(ー〉の方向

に過剰の Shiftを起し，無機質の脱出特にナトリウムの

体外脱出を招来する副腎機能の低下に存在するものと思

考される。

C) 尿並びに血液生機物質(反応〉値よリみた葡萄

糖一生食水混合補液の副作用に就て

以上著者はB章に於て G 生補液の他の単純補液に比

する優秀性を上記尿・血液生機物質(反応)値よりする

3群比較に於て報告したが，

本主主では猶 G一生補液の有する副作用を上記尿・血液

生機物質値測定例lより報告する。

表 1にみる如くG-生群の O/K4値は術直後著しき上

昇を示し，以後下降術後 3~1O日に於て略術前値に復す

るも猶正常値(約 30)を五廻る高値の示しあるをみる。

勿論かかる高値は結核性病体そのものよりする物質代

謝機能の衰微に由来するは当然考えられるも，猶その他

にG-生補液そのものよりする副作用に依ることも考え

ねばなるまし、。

この意味に於て著者は上記 G一生群の結果を下記の如

く処理，その副作用の原因を究明した。

1) 術直後に於ける G一生補液の副作用の究明

表 1，3. 

術直後乃至術後1臼に於ける O/K4値側より 13:名の

被検者中，その異常高値を示すもの 6名を抽出〔表 1，

図 1~22 に於て 0.6.その他の印にて示しある被検者を

指す〕し， これを副作用保有被検体 (O/K4 1u~の平均:

271.8士122.19)とし，これら被検者の術直後 (0日〉に

於げる尿・血液生機物質(反応〕偵の消長を各々全平均

値と比較し観察を加えた。

表 3に示しある如く，これら被検者の各項目的の平均

値に対する有意差(乃至その傾向)ば下記7項目にあっ

ナニ。

平均値 冗記平均に対
する有意差

)'K 量 (cc/hr) 30.8士11.45

11 pH差 1. 2:1:0.12 

11 Na(mg/hr) 45.5土15.87

11 Cl(mg/hr) 114.5土55.95

血清 Cl(mEq/l) 109.8士1.74 

11 Na/10K 2.56:1:0.251 

11 残余(m窒g/素dI) 11.33:1:2.096 

日日ち上記副作用保有生体群に於て，尿では尿量・ナト

リウム並びにクロールの低値，尿アンモニヤ排出の高値

(pH差の高値より推定)を示し，血液では血清クロー

ル・ Na/10Kの低値，残余窒素の高値がmわれ，
ここに G一生補液の術中術直後に於げる生食水の混合

過剰よりする尿排出の困難，蛋白代詩Iの冗進，ナトリウ

ム並びにクロールの組織内蓄積が考えられる。
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~にかかる副反応を示した各彼検者の術直後:こ於げる

尿・血液生機物質(反応)11f(の;首長を一一日表示すれば表

3の如くなり，被検者 40-2を除く他の 5名の被検者に

於て混合生食水の過剰よりすると記副反応、即ち尿排出の

附郊に!'I'う無機質特にナトリウムの排出凶主(gよりする民

白代謝の異常冗進乃至臓器ilfu毛{象がJ81われ，被検jlj-40 

2 に於ては第ろ葡萄ねifの混合過剰よりする物質代謝~般

に 11.る呉市川進像が認められ，

ここに惚く保かの例外を除き本rtllilkに於て生tt水の il~

合過剰が認められ，そのil{{i川合を変吏する必要ありと

結論する。

2) 術後 2~4 日に於ける G-生補液の副作用の究明

表 4

次に上記同様本補液の 2~4 日:こ於げる則作用を!i)J f，']主

にすべく次の立nく処JIJ.[した。

術後 2~4 日に於て全被検者 13 名を O/K4 111'i!WJより

2.n干に分ち

A詳 (O/K4高値lJt，表 1に於て太'子にて苫かれ
た被検者6名〕

Blf下(O/K4低11rL君干，後りの 7名)

とした。 i可n干の O/K411[1‘は，
A l:r. B 1)平

76.7士12.52 >> 50，6士4.31

となるが，この場合他の生機物質(反応〕仰にjittてIdiljtf.

を比較すれ:よ，表4の立11くなり，

Ar洋は尿に於てナ}リウム特にクロール排出の低j[!(，

/ 2~4 日に I"J 仙のもの→A lI午， (jJ;1iliのもの→Blti'¥
表 4 O/K， 1l1(を[;，(/;rしぐ 〉とした場合の市種平均1rtlと有む差

\8~10 日に ，'，jj 11(1 のもの→Cl，下，イ1~1i1'(のもの→D If下/

検査項口

崎

山

首

正

並

有

問

別
間山川

反

" 

。/K4
:珪 (cc/hr)

pH 

pHCF) 

pH差

K(mg/hr) 

Na(mg/hr) 

Cl(hg/hr) 

K(mEq/l) 

:'¥ a(mEq/l) 

Cl(mEq/l) 

!'¥a/K 

1'¥a/Cl 

N(mg/hr) 

O/N 

K/K 

K(mEq々〕

:'¥a(mEq/l) 

Cl(mEq/l) 

:¥a/lOK 

Na/Cl 

しそ度酸1!il

平日えでそ:(:ゑ
(mg/dI) 

" 
" 
" 
" 
" 
1/ 

" 
1/ 

" 
1/ 

" 
" 
[(ll ~f'f 

" 
11 

11 

" 
11 

11 

A f洋

76.7+12.52 

39.6士6.88

6，51土0.270

5.29土0.344

1.26土0.205

82.8士釘 87

115.1土43.17

76.3:1:13.95 

36.8土7.4自

102.9土18.66

58.2土8.21

2.89土0.H10

1. 75士0.615

401.4:'c73.2白

1.16士0.076

0.169土0.052U

6.01:1:1.296 

1斗2.9土11.84

111. 50:2.10 

2.52士0.298

1. 29:1:0.115 

0.123:'c0.D196 

8.斗3土2.7:57

2~4 日

B ffi 

li 50.6士4.31
40.9土8.6:1

6.35土0.173

5.11土0.189

1.17:1:0.102 

74.5+2:3.14 

< 155.7土4<1.24

<< 142.1土日3.35

32.6土10.10

116.6:1:37.73 

(< 93.4:1:18.57 

3.46士O.n55

> 1.19士0.859
368.6土lHl.7ii

>> 0.90土O.OS8

0.142:1:0.0738 

> 5.39士0.930
< 153.6:1:15.77 

108.8 ーいl. ~j

< 3.00:1:0.039 
1.41土0.138

(< 0.154:1:0.0:87 

< 10.48士己 7ω

O/Nのよ古(:l!f，Jt江ia(こ於てナトリウム特;こクローノレの組

織肉将行よりする出器í r.lJ<J1の発生と同時に n~白「にがの32

微がJf二定される。

有芭差の|
有.iIPi

1%以下
(有意〕

0.1%以ト
(有窓)

1%以下 l

(有志、〉

57モJ:.(F
(ヰi，泣)

下
〕
以
意」円
d
U
7
C
 

戸、d

C 1l'F 

68.7土13.04

37.1:1:5.25 

6.24:1:0.329 

5.00土0.298

1.26士0.070

67.6士21.52

146.0士56.49

170.3土58.85

34.斗士8.82

127.斗土43.¥11

145.2:'c32.f36 

4目01土1.738 

1.16:1:0.543 

363.4土112.94

1.01:1:0.146 

0.146士0.0500

4.91士0.904

150目2:1:9.53

109.9士2.60

3目20:1:0.457

1. 38土0.100

0.139土0.0221

8~10 日

;有志差の
D 群有f)f(

>> 40.6士5.26

35.7士7.87

6.22士0.207

4.90:1:0.205 

1. 32士0.074

67.0:1:28.15 

> 117.0土17.84
< 215.5:1:44.87 
46.1:1:16.51 

141.5士21.16

134.1土24.42

4.12土1.659

1.25土0.298

394.3土62.12

0.84土0.087

0.142土0.0349

< 5.24土0.4回
> 146.2土8.94
く 111.7士2.83

> 2.88士0.316
1. 31:1:0.095 

> 0.124:1:0.0134 

1%以下
(有怠〕

11.74士1.472 >> 8. 07土1.755 
2%以下
(有怠)

ι;[J ちかかる結県を11"-i%:した以囚(主 G-'主ìl~合tl!liぬこ於

げる生会水の斗合i昌利にあると ~i古諭する。



3) 術後 8~10 日に於ける G一生補液の副作用の究明

表 4

上記r'ûf茶本 G-fJ:tril液の術後 8~1O日(こ於ける副作用

を明確にした。

術後 8~10 日に於て全被検者 13 名を O/K4 1[I[1l¥1jよ

り2Hrに分げ，
C 1;10 (O/K4 高いllL表 1に於一ご太'f:にて書かれ

た被検;{';-6名〕

Di洋 (O/K4 低1[1'U町， C 砕を除く残り 7名の中被

検者 43--2を除く 6名〕

とした。 jaJjnrの O/K41[1'(1主
C m D Jli 

68. 7::!::13 .04 }) 40.6士5.26

となるが，この場合表4により他の生機物質(反応、)い;

に))立てl:LH咋を比較しみるに，

Cltrは収に於てナトリウム排山の高値，同クローノレ抗

出の1J:I:lu'i，血液に於てカリウムの低{[i'{並びにナトリウム

の高{[I'Hこ(、j'う血清 Na/lOK の高値，血清沃度酸1[1[，佐ぴ

に残JÎ'i~'f主去の高{[在が窓われ，

ここにC併に於てナトリウムの体外脱出とili白代謝の

異常J'LJffi像力;認められることになる。

かかる cn下に於げる土記結束は前記A昨〔術後 2~4

日に於i十る O/K4高値TIわに於げるものとはクロールを

PJ'き凡て桔j之するものであり，

ここに G-Jjホlii(主よりする副作用は生fr水の混合過剰

にあり，立つ術後前半期に窺われた臓器i?Jl'l¥に抗する行

き過ffニノ上体f則氏+)が，術後後半に於て忽激に負(ー)

の方向;こ過乗1]なる Shiftを起し，体lli白代謝JL進を伴う

脱水反応を1fi来したものと考えられる。

総括

以卜会話"工l反係数 (O/K4)([t'(を中心とせる尿・血液生

機物質(反応〉古川測定lHI]より本 G-J凶Ii液条件下の術後

生体反応像を分煩 cr文]1)し，
術的一後 (0口)を百1I腎機能上列を)史に k廻る抗利尿系

異常J'Li仕期 (Shock相〕とし，

術後 1~2 日を副腎機能上11- を l'jó う甲状腺機能]'C進期

(抗 Shock杷I期〕とし，

術後 3~4 日を甲状腺・民l斤工T機能/c進平衡期〔抗 Shock

相E期)とし，

術後 5~6 日を生長「ホ」系機能〉工進にii'う[riJイヒ附入

期(抗 Shock相]11期)とし，

術後 8~1O日を同化交定期とする 5 期に区同l し?と。

以ヒ S.lt日に固された G 生補淡の効果，換言すれば本

料ii夜兇行の可否を明確にすべく，本訴に於げる結果を既
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に竹内・北村により施行された単純生食水，単純G楠液

に於げる結果と比較しみた。

1) 術直後に於ける比較

術ir'{後に於げる3r下の O/K.似(主，

G II下 G一生i!? 生ttl;下

178.8士20.82 ，> 114.3::!::24.14 << 395.1::!::57.30 

となり， G 生併に於て低偵を示し，ここに G一生柿淡の

他単純r[ll液に比する優秀性が茂われる。

この場合生ftlf下に対しては， ヰミ G一生n下に於て生会群
にみられるが1J1lき尿 pHcIうの高仙，尿カリウム111出上

川ーにf[うlUli;'J'カリウムの低([1'(，尿 "¥a/Cl並びに血清ク

ローノレの，::1i1[u:，残余窒素の低{[I'(よりする術後生体反応の

~tt放がI買われず，

λGl;'fに対しては，本 G一生lffiこ1RてGi日にみられる

が如!き血清カリウムの比較ú包高官白;並びに Ir~J ナトリウムの

侭仰にや[:う血清 Ka/10Kの侭fII(，尿 O/Nの高値より

する体液カリウム・ナトリウム不'y:衡に白米する術後生

体反応の異常冗進が窺われざるmに{tする。
2) 術後 1~3 日に於ける比較

ヌド期に於げる 31，下の O/K4 {[I'(I土，

G jfjo G メ十:llr 'UU洋

術後1日 83.7士10.57>; 72.9士4.03<< 149.9::!::57.30 

術後2日 67.7士6.05 62.3::!::5.31<< 100.8士32.90

術後 3日 54.7士4.00 60.4士2.99く 86. 0::!::25.40 

となっ， G一生f，J1こ於て低1[1'(17;'(日われる。

この場合生食JJ下に対しては，本 G-!Elrfに於て生食群

にみられるが如き強きナトリウムの正(十)の出納並び

に低カリウム血症，蛍['J代謝の低下が男児われず，

x.Gll下に対しては， G 生f，fえに於てGlli'にみられるが如
き無機質特にナトリウムのi'l(-)の出納よりする強度

の生体反応の丈逃が筑われざるIfr-fこ+lii液としての優秀性

が存する o

3) 術後後半 (8~10 日〕に於ける比較

本期に於ける3.tt干の O/K.1[1'((土，

G 川 G 生J洋生tt群
術後8日 51.1士4.95 53，3::!::6.05 61，9士4.21

術後10日80，0士25. 66 /) 51. 9士3.85< 69.3士8.80
となり， G一生群に於て上記r，i]様低慌が窺われる。
この場合，生食併に対しては G一生群に於て生食群に

みられるが如き尿 Ka/K'Na/Clの低値，血清 Na/10K

の高値が窺われず，

xGmに対しては， Gl.咋にみられるが如き尿訓出の増
大に刊〆う尿無機質特にナトリウム・クローノレの脱出，血

清カリウムの高値が窺われず，

ここに G一生補液の他の単純補液にみられるが如き術
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後生体反応の異常なる Shift(異常なる上昇乃至異常な Vitalityの接衰度を個体全体の反応債として表示する新

る低下〕が窺われず， 尿係数 (O/K.)i去を採用した。

ここに・応余が対象とせる胸窮成形術に於ては G一生 この場合本値の正常値は約 30，生体 Vitalityの低下，

補液は望ましき補液と去える。 換言すれば環境に対するIi[買応の低下と共に上行，その死

亡直前に於て極大値(1000以上〕をなするとされてい

が然し，既に上述せる主L1く本補液に於ても術後柿波と る。

しての欠点，換言すれば副作用の存在が認められ， かかる尿係数測定の他，尿に於て尿量・!友 pH'pH(~y

-術直後 (0日〉の約半数の生体に於て(13例中6例 pH差・カリウム・ナトリウム・クロール・窒素，

。/K.高値群，平均値:271.8::!::122.19)，仕生rili液に於 血液に於亡血清カリウム・ナトリウム・クロール・血

ける生食水の混合過剰よりする尿排出の困難，蛋白代謝 清沃度酸依・残余窒素を測定した。

の冗進，ナトリウム特にクロールの組織内蓄積が凌わ

れ，

一術後 2~4 日に於て同被検者の半数 (13 例中 6 例，

O/K.高値群;A 1洋，平均値:76.7士12.52)に於て，

米だ混合補液に於げる生食水の混合過剰よりする影響が

認められ，ナトリウム特にクロールの組織内移行よりす

る生体反応の衰微(蛋白代謝の衰微)が窺われ，

一術後 8~10 日に於ては同被検者の半数 (O/K. 高伎

群 C群，平均値:68.7土13.04)に於て術後前半期に

窺われた臓器浮臆に抗する行き過ぎた生体反応(+)が

術後後半に於て急激に負(ー)の方向に過剰 Shiftを起

し，体蛋白代謝冗進をnう坂傾特にナトリウムの脱出に
よる脱水反応が窺われる。

結 論

研究成績:本補淡適用時の術前後に於げる成係数値の

if'J長は，

子術前 4~3 日 44.9::!::2.86 

手術前 2~1 日 55.0士4.03

手術直後 (0臼) 114. 3::!::24. 14 

手術後1日 72.9::!::40.3 

手術後2日 62.3土5.31

手術後3日 60.4::!::2.99 

手術後4日 57.5士5.55

手術後5日 65.4士7.70

手術後6日 67.1::!::8.67 

手術後8日 53.3::!::6.05 

子術後10日 51. 9土3.85

となるも，この場合既に竹内・北村の施行せる1詳純生食

著者は胸部肺外科領域に於て，未だ決定をみざる制j淡 水・葡萄糖両群の O/K.値と比較すれば，本詐に於て

の量的質的究明の前進的一段陪を回する目的を以て，既 術後を通し遥かに低値を示した。

に竹内・北村により行なわれた生食水， R氏液， 5% G かかる本群に O/K.偵の低値を来した原因を各種代

液各単独補液の同領域適用可否に関する研究に引続き， 謝機構に求むれば次の立nくなる。

尿係数測定を中核とし，下記各種の尿・血液生機物質を 一術後前半期:術直後 (0日〕乃至術後3日ー

測定， G一生 2: 1混合相!li飢関する適用可否の究明を 生制下に対してはひ生群に於て生食併にみられるが

試みた。 如きナトリウムのIE(+)の出納よりする臓器浮腫並び

に蛋白代謝の術直後に於げる異常元進に続く術後 1~3

研究対象:被検者は胸廓成形術適応の男子肺結核;ぷ者 日の極端なる低下が窺われず，

13名を以てし，この場合手術に際し閉鎖式循環麻酔器 又G群に対してはひ生群に於てG群にみられるが如

を使用せず，輸血〔新鮮血〉量は出血量と略同量とした。 きナトリウムの負(一〉の出納よりする生体反応の異常

補液条件・ 5%葡萄糖一生食水 2:1混合液を補液と 冗進(特に蛋白代謝の不全〕が窺われず，

し，補液量は術当日 1500CC，術後1日 1000CC，術後 2 術後後半期:術後 8~10 日一

日 500ccの計 3000ccとした。 生食群に対し， G一生群に於て G群にみられるが如き

採尿・採血条件:採尿は原則として逐日的に 24時間 尿 Na/K'Na/CI の低1~{，血清 Na/10K の高値が窺わ

尿を以てし，術前4日より術後 10日に至る 15日間こ れず，

れを行なった。 又GlfFに対しては G一生併に於て G昨にみられるが如

採血は術直前，術後 2，5， 7， 9日の早朝空腹時に行 き尿排出の増量に伴う尿無機質特にナトリウム・クロー

なった。 ルの脱出，血清カリウムの高値が窺われず，

測定物質:本補液の適否を決定する目的に人体 ここに上記の他単純補液にみられるが立11き術後生体反



応の異常 Shift(異常なる上昇乃至低下)が窺われず，

余が対象とせる G一生補液は比較的優秀な補液であると

結論する。
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食水単純補液に比すれば誠に好ましき補液と云わざるを

得なきものと結論する。

稿を終るに臨み御校閲を賜わった北大第一外科三上二

猶本補液に於ても G一生 2:1 i.見合補液に於ける生会 郎教授に満腔の謝意を表すると共に，御助言御指導を戴

水の混合過剰よりする副反応， h¥Pち いた元国立北海道第一療養所佐藤陸広医務課長並び、に現

一術後前半期:術直後 (0日)7'1至術後4日一 後町登美男医務課長に深謝し，本研究に御助力を戴いた

被検者の半数に於て尿排出の困難，ナトリウム特にク 久本安信助手に謝意、を表する。

ロールの組織内移行よりする生体反応、の異常(術直後に

於て呉市'冗進， 1~4 日に於て板端なる衰微〕が認めら

れ，

一術後後半期:術後 8~10 日ー

被検者の半数に於て術後前半期に窺われた臓器浮腫よ

りする行き過ぎた生体反応(+)が術後後半に於て急激

に負(ー〉の方向に過剰なる Shiftを起し，体蛋白代謝

冗進を伴う無機J:{，J.類特にナトリウムの脱出よりする第二

次的脱水反応が窺われた。

以上本 G一生 2: 1混合制i液は，そのナトリウム泌合

量に於て比較的過剰なる為多少の副作用を有すると臨

も，胸廓成形外科領域に於て少なかれ上記葡萄糖乃至生
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